
　

今
回
も
ひ
き
つ
づ
き
、
中
原
悌
二
郎
（
一
八
八
八
―
一
九
二
一
年
）
が
収
集
し
た

写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
「
日
本
古
代
寺
院
」
十
四
点
、「
日
本
仏
教
造
形
物
」

六
点
、「
東
洋
古
代
仏
教
造
形
物
」
一
点
を
紹
介
す
る
。
残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
に
つ

い
て
の
関
連
テ
キ
ス
ト
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。
中
原
本
人
の
こ
れ
ら
に
つ

い
て
の
言
及
は
前
者
に
つ
い
て
の
み
で
あ
り
、
後
二
者
に
つ
い
て
は
全
く
残
っ
て
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
今
回
は
そ
の
わ
ず
か
な
言
及
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
中
原
が

そ
の
際
に
ふ
れ
る
「
信
仰
」
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
を
記
し
た
い
。

　

中
原
本
人
が
日
本
の
寺
院
建
築
に
つ
い
て
語
る
の
は
、
管
見
の
限
り
伊
藤
信
に
宛

て
た
二
通
の
手
紙
（
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
五
月
十
六
日
付
、
一
九
一
八
（
大
正

七
）
年
五
月
十
三
日
付
）
の
な
か
だ
け
で
あ
る
。
ま
ず
一
九
一
七
年
の
手
紙
か
ら
。

昔
の
人
間
は
熱
烈
な
信
仰
を
持
つ
て
居
つ
た
。
そ
れ
は
製
作
が
明
か
に
語
つ
て

居
る
。
け
れ
ど
も
、
近
代
の
人
間
に
は
信
仰
と
い
ふ
も
の
が
な
い
。
だ
か
ら
精

神
的
生
活
が
廃
頽
を
極
め
て
居
る
。
だ
か
ら
傑
作
が
出
来
な
い
。
信
仰
の
対
照

は
、
時
代
と
国
民
と
に
よ
つ
て
多
少
相
違
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
根
本
に
流
れ

て
居
る
生
命
は
一
つ
だ
。

　

一
時
代
の
民
族
の
信
仰
が
、
建
築
と
彫
刻
と
に
象
徴
さ
れ
て
、
現
代
に
我
々

が
そ
の
最
大
な
記
念
碑
を
持
つ
て
居
る
と
言
ふ
事
は
実
に
嬉
し
い
。
是
等
の
建

築
と
彫
刻
と
は
声
高
く
我
々
に
話
し
か
け
る
言
葉
だ
。
此
処
で
我
々
は
古
代
の

人
間
が
持
つ
て
居
つ
た
、
憧
憬
と
信
仰
と
に
面
接
す
る
こ
と
が
出
来
る
、
彼
等

と
語
り
合
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
是
が
実
に
芸
術
観
照
の
喜
で
あ
る
１
。（
傍
線

強
調
筆
者
、
旧
漢
字
を
適
宜
改
め
た
（
以
下
同
様
））

　

そ
の
約
一
年
後
の
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
五
月
十
三
日
付
の
手
紙
の
中
で
述
べ

る
内
容
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

新
た
に
彫
刻
に
対
す
る
面
白
味
が
加
は
る
と
同
時
に
、
量
り
き
れ
な
い
自
然
の

深
さ
と
神
秘
さ
と
に
面
し
て
殆
ど
手
の
下
し
様
が
な
く
、
自
分
自
身
の
無
智
と

貧
弱
さ
と
に
あ
て
も
な
く
苦
し
め
ら
れ
る
。
古
代
の
彫
刻
家
達
が
神
に
対
し
て

持
つ
た
様
な
謙
遜
な
愛
情
を
以
て
、
我
々
は
自
然
に
向
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。（
中

略
）
現
代
の
如
く
趣
味
の
廃
頽
し
て
ゐ
る
時
代
に
於
て
は
、
芸
術
家
は
全
く
み

じ
め
な
も
の
だ
。
け
れ
ど
も
我
々
は
、
さ
う
失
望
し
な
く
と
も
よ
い
。
我
々
の

民
族
に
於
て
も
か
つ
て
は
偉
大
な
る
文
化
を
持
つ
て
ゐ
た
時
代
が
あ
つ
た
。
そ

れ
は
奈
良
朝
時
代
だ
。
あ
の
時
代
の
文
化
が
多
く
支
那
朝
鮮
を
経
て
伝
来
し
た

も
の
で
あ
つ
た
に
し
て
も
、
天
平
時
代
に
至
つ
て
は
明
か
に
日
本
的
の
も
の
に

な
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
大
和
民
族
で
な
け
れ
ば
作
り
得
な
い
偉
大
さ
と
秀
麗
さ

と
を
持
つ
て
ゐ
る
。
あ
の
時
代
の
文
化
が
建
築
と
彫
刻
と
に
結
晶
さ
れ
て
、

我
々
が
現
代
に
そ
れ
を
持
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
は
、
実
に
至
上
の
幸
福
と
言
は

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
２
。（
傍
線
強
調
筆
者
）

　

こ
れ
ら
に
み
ら
れ
る
中
原
の
主
張
を
ま
と
め
る
と
、
現
代
の
人
間
に
は
信
仰
が
な

く
精
神
が
頽
廃
し
て
お
り
、
優
れ
た
芸
術
作
品
が
生
ま
れ
て
こ
な
い
。
し
か
し
奈
良

時
代
の
日
本
人
の
信
仰
心
が
そ
の
時
代
の
偉
大
な
建
築
と
彫
刻
と
に
象
徴
さ
れ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
五
月
の
段
階
で
は
奈
良
を
訪
れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
中

原
が
、
同
年
十
月
に
平
櫛
田
中
、
堀
進
二
、
石
井
鶴
三
と
連
れ
立
っ
て
初
め
て
訪
れ

•••••••••

•••••••••

中
原
悌
二
郎
の

　
　
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
四
）

武
　
井
　
　
　
敏
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た
時
の
感
動
は
、「
君
は
歓
喜
の
念
を
禁
じ
得
な
か
つ
た
」（
平
櫛
）３
、「
君
の
古
代

彫
刻
、
及
び
建
築
に
対
す
る
年
来
の
渇
仰
を
満
足
せ
し
め
た
」（
堀
）４
、「
君
は
至

る
処
で
子
供
の
や
う
に
喜
ん
で
居
た
」（
石
井
）５
と
い
う
友
人
た
ち
の
言
葉
か
ら
想

像
に
難
く
な
い
。

　

ま
た
友
人
の
佐
藤
朝
山
に
よ
れ
ば
「
こ
れ
か
ら
更
に
東
洋
芸
術
の
彫
刻
、
建
築
等

の
写
真
な
ど
を
買
ひ
聚
め
又
更
に
深
く
考
へ
る
や
う
に
な
つ
た
。
是
れ
か
ら
東
洋
芸

術
に
対
す
る
見
解
も
、
大
分
以
前
と
は
違
つ
て
来
や
う
で
あ
つ
た
６
」
と
の
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
旅
行
後
に
写
真
を
買
い
足
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
「
日

本
古
代
寺
院
」
の
写
真
は
奈
良
の
寺
院
の
も
の
が
大
半
を
占
め
、
中
原
の
奈
良
へ
の

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。
二
度
目
の
奈
良
旅
行
で
は
同
行
し
た
石
井
が
唐
招
提

寺
の
金
堂
の
傍
の
草
地
に
腰
を
下
ろ
し
て
、
建
築
に
見
入
っ
た
時
の
中
原
の
漏
ら
し

た
「
い
ゝ
建
築
だ
な
」
と
の
感
想
を
伝
え
て
い
る
７
。

　

建
築
や
彫
刻
を
は
じ
め
と
す
る
芸
術
作
品
は
単
に
表
現
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

信
仰
と
い
う
よ
う
な
人
間
の
精
神
と
無
関
係
で
な
い
と
い
う
中
原
の
考
え
方
は
、
先

に
引
用
し
た
彼
の
「
近
代
の
人
間
に
は
信
仰
と
い
ふ
も
の
が
な
い
。
だ
か
ら
精
神
的

生
活
が
廃
頽
を
極
め
て
居
る
。
だ
か
ら
傑
作
が
出
来
な
い
」
と
い
う
言
葉
に
端
的
に

示
さ
れ
て
い
よ
う
。
芸
術
作
品
と
信
仰
を
関
連
付
け
る
中
原
の
考
え
方
は
、
一
九
一

五
（
大
正
四
）
年
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
「
自
分
自
身
」
の
な
か
の
「
僕
は
自
分
の

芸
術
を
何
う
か
し
て
宗
教
的
な
深
さ
に
ま
で
至
ら
し
め
度
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ

に
は
自
分
自
身
が
先
づ
厳
粛
な
生
活
を
営
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
８
」
と
い
う
言
葉
に
す
で

に
現
れ
て
い
る
。
実
際
こ
の
頃
か
ら
中
原
の
生
活
が
無
頼
な
も
の
か
ら
厳
粛
な
も
の

へ
と
が
ら
り
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
９
。

　

中
原
に
と
っ
て
の
信
仰
は
、
残
る
資
料
を
見
る
限
り
、
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
と

い
っ
た
宗
教
で
は
な
く
、
岡
田
虎
二
郎
の
静
坐
法
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
八
月
十
四
日
付
の
信
宛
の
手
紙
の
「
静
坐
に
よ
ら
な
け
れ

ば
、
真
の
道
を
会
得
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
だ
10
」
や
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）

年
十
月
の
「
自
分
の
病
気
及
び
身
心
修
養
法
に
就
い
て
」
に
お
け
る
「
私
は
、
呼
吸

法
及
び
静
坐
法
の
真
理
を
深
く
信
じ
て
居
り
ま
す
。（
中
略
）
私
は
此
の
真
理
に
深

く
信
頼
し
て
居
る
の
で
、
此
の
一
路
を
歩
む
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
分
自
身
の
生
命
を

充
実
さ
せ
得
る
と
信
じ
て
居
る
の
で
御
座
い
ま
す
。（
中
略
）
私
の
静
坐
法
の
修
養

は
単
に
病
気
が
治
る
と
か
治
ら
な
い
と
か
言
ふ
問
題
よ
り
も
、
も
う
少
し
大
き
な
問

題
が
含
ま
れ
て
居
る
と
つマ

思マ

て
居
る
の
で
御
座
い
ま
す
11
」
と
い
う
言
葉
か
ら
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
川
上
直
也
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
「
悌
二

郎
は
自
ら
信
ず
る
静
坐
に
よ
っ
て
、
そ
の
生
を
、
創
造
に
お
け
る
希
い
を
完
遂
し
た

12
」
と
言
っ
て
よ
い
部
分
が
多
分
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
の
暮
れ
、
病
床
の
中
原
を
酔
い
ど
れ
な
が
ら
訪
ね
た
佐

藤
は
「
死
の
影
に
つ
ゝ
ま
れ
て
ゐ
る
」
と
感
じ
な
が
ら
も
「
こ
ん
な
に
お
そ
ろ
し
く

沈
静
無
執
着
な
」
中
原
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
13
。
そ
の
際
中
原
は
「
今

は
死
ぬ
生
き
る
と
い
ふ
こ
と
が
問
題
で
は
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
斯
う
し
て
ゐ
て

死
ぬ
る
の
な
ら
仕
方
が
な
い
。
生
き
て
ゐ
る
運
命
な
れ
ば
、
生
き
る
こ
と
に
な
る
だ

ら
う
。
今
は
そ
の
先
を
見
て
ゐ
る
。
こ
ゝ
に
今
全
心
を
お
く
こ
と
が
、
現
在
の
僕
の

全
部
な
の
だ
。
余
の
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
い
の
だ
。
尤
も
科
学
が
人
生
に
必
用
な
こ

と
も
知
つ
て
は
ゐ
る
。
医
術
も
必
要
に
は
違
ひ
な
い
。
が
、
も
つ
と
〳
〵
必
用
な
も

の
を
今
は
わ
か
つ
た
。
信
仰
の
内
部
と
い
ふ
も
の
は
他
か
ら
の
ぞ
く
こ
と
は
出
来
な

い
も
の
だ
ら
う
。
言
ふ
こ
と
も
出
来
な
い
。
こ
ゝ
に
信
仰
の
内
部
が
あ
る
。
自
分
が

自
身
で
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
14
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
お
い
て
、

中
原
は
、
信
仰
を
自
分
自
身
で
獲
得
し
た
と
明
言
で
き
る
境
地
に
達
し
て
い
た
に
ち

が
い
な
い
。

　

こ
の
佐
藤
の
面
会
か
ら
三
カ
月
の
ち
の
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
三
月
二
十
八
日
、

中
原
は
三
十
二
年
と
い
う
短
い
生
涯
を
閉
じ
る
。
病
苦
の
た
め
制
作
に
向
か
え
な

か
っ
た
日
々
は
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
十
月
に
中
途
で
終
わ
っ
た
《
平
櫛
氏

像
》
か
ら
の
約
一
年
半
に
な
る
。
信
仰
を
確
か
な
も
の
と
し
「
そ
の
先
を
見
て
」
い
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た
中
原
の
脳
裏
に
浮
か
ん
で
い
た
制
作
は
、
実
現
す
る
こ
と
な
く
永
遠
に
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
が
、
間
違
い
な
く
わ
れ
わ
れ
を
感
動
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

な
お
、
以
下
に
紹
介
す
る
写
真
の
下
の
数
字
は
順
に
「
用
紙
の
大
き
さ
」、「
図
版

の
大
き
さ
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１　

中
原
悌
二
郎
「
妻
信
に
婚
約
時
代
に
送
れ
る
も
の
」、
中
原
信
『
彫
刻
の
生
命
』

ア
ル
ス
、
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
、
一
六
五
頁
参
照
。

２　

同
書
、
一
七
二
―
七
三
頁
参
照
。

３　

平
櫛
田
中
「
中
原
君
に
就
い
て
僕
の
知
つ
て
居
る
事
」『
彫
刻
の
生
命
』（
前
掲

書
）、
二
六
四
頁
参
照
。

４　

堀
進
二
「
中
原
君
に
就
い
て
の
追
憶
」『
彫
刻
の
生
命
』（
前
掲
書
）、
二
九
四

頁
参
照
。

５　

石
井
鶴
三
「
中
原
君
と
私
」、『
彫
刻
の
生
命
』（
前
掲
書
）、
三
一
二
頁
参
照
。

こ
の
時
の
行
程
に
つ
い
て
は
武
井
敏
「
中
原
悌
二
郎
の
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
二
）」『
碌
山
美
術
館
報　

第
四
三
号
』
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
、
三
七
頁

参
照
。

６　

佐
藤
朝
山
「
中
原
君
と
の
交
遊
」『
彫
刻
の
生
命
』（
前
掲
書
）、
二
四
七
頁
参

照
。

７　

石
井
、
前
掲
書
、
三
一
五
頁
参
照
。

８　

中
原
悌
二
郎
「
自
分
自
身
」『
彫
刻
の
生
命
』（
前
掲
書
）、
二
一
頁
参
照
。

９　

武
井
、
前
掲
書
、
同
頁
参
照
。

10　

中
原
「
妻
信
に
婚
約
時
代
に
送
れ
る
も
の
」『
彫
刻
の
生
命
』（
前
掲
書
）、
一

六
九
頁
参
照
。

11　

中
原
悌
二
郎
「
自
分
の
病
気
及
び
身
心
修
養
法
に
就
い
て
」『
彫
刻
の
生
命
』

（
前
掲
書
）、
五
七
－
五
八
頁
参
照
。

12　

川
上
直
也
「
中
原
悌
二
郎
と
岡
田
虎
二
郎
―
も
の
の
真
相
に
む
け
て
―
」『
中

原
悌
二
郎
と
岡
田
虎
二
郎　

自
然
の
理
法
・
悌
二
郎
を
め
ぐ
る
作
家
達
』
田
原

市
博
物
館
、
二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
、
一
一
五
頁
参
照
。

13　

佐
藤
、
前
掲
書
、
二
五
〇
頁
参
照
。

14　

同
書
、
二
五
一
―
五
二
頁
参
照
。
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①新薬師寺本堂
28.1×40.7cm　21.1×27.2cm

②唐招提寺金堂
27.8×40.1cm　21×27.3cm

③東大寺転害門
28.1×40.8cm　22.2×27.2cm

⑤東大寺法華堂2
28.1×40.4cm　21.1×28.3cm

⑥仁和寺金堂
27.4×39.2cm　19.1×25.1cm

④東大寺法華堂1
40.7×27.6cm（用紙の大きさ）

⑦法起寺三重塔
35×27.7cm　27×22.9cm

⑧法隆寺金堂
28.2×40.6cm　21.1×27.3cm

⑨法隆寺五重塔
40.5×27.9cm　27.1×21.1cm

日本古代寺院
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⑩法隆寺大講堂
28.1×38.4cm　23.5×29.2cm

⑪法隆寺伝法堂
27.9×40.3cm　21.3×27.3cm

⑬薬師寺東塔1
40.3×28.4cm　27.2×21.1cm

⑫法隆寺東大門
28.3×40.1cm　21.3×28.1cm

⑭薬師寺東塔2
33.8×21cm　33.8×20.2cm
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日本仏教造形物

①白石鎮子　寅・卯（正倉院北倉）
16.4×25.4cm（用紙の大きさ）

②鳳凰文磚（壺阪寺）
40.8×28.1cm　19.2×18.9cm

③法隆寺伝橘夫人念持仏厨子基部
27.7×39.8cm　18.7×28.4cm

④薬師寺東塔水煙
31.7×21.2cm　26.9×19cm

東洋古代仏教造形物

①バールフットの仏塔の東門
17.5×12.2cm　15.1×11.1cm

⑤法隆寺中門礎石及古瓦
30×39.4cm（用紙の大きさ）

⑥般若寺十三重石塔婆
40.8×27.8cm　25.1×21cm
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